ＪＫＡ補助金申請における注意事項

来年の作業に入られる前に、ＪＫＡ補助金申請の注意点をお知らせします。

 

１．領収書、請求書、契約書の日付について

　毎年だいたい４月１日付でＪＫＡより内定をもらっておりますので、
平成２８年４月１日以降の日付で作成してください。

（今回も４月１日以前のものがあり、いくつか修正もしくは補助対象外になりました。）
２．業者への支払いについて

　業者への支払（多くは会場借料、印刷費、看板作成費）は原則、振込で行ってください。但し、振込手数料は補助対象外ですのでご注意ください。
　振込で行えない場合は、現金での支払いは可能ですが、原則は、振込でお願いします。
３．領収書の宛先について

　基本的には、日本障がい者スポーツ協会がお願いしている中央競技団体宛（グランドソフトボールの場合は、全日本グランドソフトボール連盟宛）でお願いしていますが、自己負担分の事もあり、どうしても無理な場合は、実施団体宛（各ブロック大会実施の視覚障害者団体宛）でお願いします。

　ブロック内で中央競技団体宛、実施団体宛とバラバラな場合があります。

　必ずどちらかに統一をお願いします。
４．領収書の但し書きについて
(1)プログラムの印刷費について

但し書きで、「コピー代」となっている物はすべて対象外になります。

但し書きは、プログラム印刷代、印刷費でお願いします。

(2)会場借料について

但し書きで、「会場備品代」となっている物はすべて対象外になります。
但し書きは、会場借料、会場代でお願いします。

５．プログラムの提出について

印刷費を補助金で計上しない場合も、プログラムの提出をお願いします。
点字のプログラムも提出をお願いします。
６．領収書の原本送付について

事業終了後、１年から２年後に、ＪＫＡから、会計調査（監査）が日本障がい者スポーツ協会にきます。

今までは、自己負担分もあるので、ということで領収書はコピーでも一部、

認められていました。

今後は、領収書原本を提出して頂くことになりました。
７．臨時傭役費について 
    各ブロック、各地区臨時傭役費について  各予選会実施団体へ対し、1 人分、日額 5,000 円、8 日分で 40,000 円、経費を計上しておりますので、事務処理に係る経費として有効活用をお願いします。
なお、臨時傭役費には、以下の書類が必ず必要ですので、ご注意ください。   
・出勤簿（勤務管理を行ってください。）
・領収書（必ず本人からの受領印をもらってください。）
・雇用契約（添付様式を参照し、雇用契約を結んでください。）
※日額支払い対象は、１日６時間以上業務を行った場合のみです。
３時間、４時間では日額お支払いできませんのでご注意ください。
ＪＫＡも今まで以上にクリアな精算が必要になりました。

誰が見ても、何処が、何に使ったか分かる領収書、精算書類である必要があります。
以上

